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4) Nairn (1977, p. 208)



























6) Rees (1967, plate 65)
7) Davies (2007, pp. 3989)
8) Ibid., p. 313.
ジャネット・ディヴィズを参照)、この大規模な「秩序崩壊的移動
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9) Ibid., p. 388.
10) Davies (1993, p. 36)
リーダーとする Plaid Genedlaethol Cymru（プライド・ゲネドライソル・カ






























11) Lewis (1962, p. 127) 参照。講演はウェールズ語で行われた。
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15) 富田 (2007, p. 114）
16) Ibid., p. 114.
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19) 1983年のナショナリズム論隆盛については、河野 (2006) 及び三浦 (2006) 参照。本
稿は両者による､ ネイションの (脱) 構築性という問題提起への応答でもある。
による『伝統の創造』。いずれも1983年の刊行である。そして、レイモンド・








































20) Anderson (1997, p. 15 ; 強調は原文)
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22) Anderson (1997, p. 16)





























24) Williams (1983, p. 191)
25) “imagination” はもちろん通例「想像力」と訳される言葉だが、“-ion” が「プロセス」
ソンは、そうした想像力は自然なものだと通常見なされているが、じつは、



























































28) 興味深いのは､ こうして「想像力」を鍵語としてまとめるとき､ それが 『アースダイ
バー』 シリーズを書く中沢新一と､ ほとんど見分けがつかなくなることである。中沢
(2012 p. 336) を参照。ただし中沢には後述の「個人」が顕著なまでに不在なのであ
り､ その意味については別稿にて論じる。
物」としての紐帯というウィリアムズの主張に対し､「本物のイギリス人
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に動ける（nationally and internationally mobile)」力をもつ「進歩主義者
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